
 住宅用火災警報器について説明します 

 

 

 

 

 

 

 

   

 
１． 住宅用火災警報器とは火災による熱や煙を感知して警報器の設置場所及び近隣にいる者に 

火災が発生した旨の警報を発することができるものを指します。 

  感知を行う部分と警報を行う部分が一体化しているものを言います。 

２． 消防法の規定により、住宅内に火災警報器を設置する事が義務付けられています。 

（ドリームハイツも２０１１年５月までに設置が義務付けられています） 

３． なぜ、消防法で住宅用火災警報器が義務付けられたのでしょうか？ 

１）火災による死亡者の約６割が「逃げ遅れ」です。 

  その「逃げ遅れ」を防ぐ目的で義務付けられました。 

２）特に「逃げ遅れ」の約６割が６５歳以上の高齢者が占めています。 

３）火災の恐ろしさは煙による「一酸化炭素中毒」です。 

４）火災から命を守るには、初期段階で火災を発見して、避難する時間を少しでも多く作る 

  事が重要となります。 

    ５）住宅用火災警報器の設置が義務付けられている場所はドリームハイツでは「全ての寝室」です。 

    ６）就寝時間帯の死亡者が多いので、最も効果の高いと考えられる「寝室」を義務化しています。 
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 ※ 耳の遠い人のためには警報音に加えて、ライトがピカピカ光るタイプがあります 

（このタイプの設置には簡単な工事が必要です。ご入用の方は自治会事務所までご連絡ください。） 

   県ドリームハイツに設置されている警報装置（非常ベル）について 

  各家庭に備え付けられている玄関の非常ボタンを押して、非常ベルを鳴らします。 

  非常ベルは２階、５階、８階、１１階、１４階のエレベータホールの上部にあります。 

  

 

 

 

 

 

出展：日本火災報知機工業会 より 

  県ドリームハイツ防災隊  隊員募集中 ！！  

  大規模災害に備えて防災隊員の増強のため隊員を募集しております。  

  年齢は問いませんが特に機動性の高い若い人のご応募を希望します。 

  希望される方は自治会事務所（ ℡ 851-2596 ）まで   ご協力をお願いします 

防災通信は防災ファイルに綴じておいて下さい 


